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各社ＨＰにも詳細が掲載されています

今
が

木 造 地 区
西瓜・メロン

コ
ロ
キ
ュ
ー

手
の
平
サ
イ
ズ
の
胡
瓜

選果機利用受付中

生 産 者
憩いの集い

　
「
コ
ロ
キ
ュ
ー
」
は
、
長

さ
10
㌢
と
手
の
平
サ
イ
ズ
の

ミ
ニ
胡
瓜
で
、
青
臭
さ
が
少

な
く
、
瑞
々
し
い
風
味
が
特

徴
で
、
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
「
つ
が
り
あ
ん
」
と

し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

板
柳
町
高
増
の
村
上
一
貴

さ
ん
は
４
棟
（
約
４
０
０

坪
）
の
ハ
ウ
ス
で
、「
コ
ロ

キ
ュ
ー
」
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　

村
上
さ
ん
は
今
年
の
「
コ

ロ
キ
ュ
ー
」
に
つ
い
て
「
５

（左）収穫直前のコロキューと村上さん

　

メ
ロ
ン
や
西
瓜
の
生
産
者

や
関
係
者
が
、
交
流
や
親
睦

を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
た

恒
例
行
事
「
生
産
者
憩
い
の

集
い
」
が
７
月
３
日
、
弘
果

菰
槌
集
荷
所
特
設
会
場
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

当
日
は
約
２
３
０

人
が
来
場
し
、
当
社

大
中
忠
社
長
の
挨

拶
、
青
森
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ロ
ン
生
産
連

絡
協
議
会
の
木
村

文
信
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
同
協
議

会
樋
口
正
順
副
会

長
の
音
頭
で
乾
杯

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

会
場
で
は
、
豚
の

丸
焼
き
や
大
鍋
で
煮

込
ん
だ
モ
ツ
鍋
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
、
来

場
者
は
そ
れ
ら
に
舌

鼓
を
打
ち
、
余
興
の

「
三
津
谷
有
華
」「
本

間
愛
音
」
歌
謡
シ
ョ

ー
を
満
喫
し
、
豪
華

賞
品
が
当
た
る
大
抽

選
会
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

月
の
気
候
が
影
響
し
、
昨
年

よ
り
１
週
間
遅
い
６
月
10
日

頃
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
し

た
。
品
質
に
つ
い
て
は
申
し

分
な
く
、
良
く
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
「
コ
ロ
キ
ュ
ー
」
は
普
通

の
胡
瓜
同
様
、
β
カ
ロ
テ
ン

や
カ
リ
ウ
ム
を
含
ん
で
お

り
、
美
肌
効
果
、
利
尿
作
用
、

む
く
み
の
解
消
な
ど
に
も
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
７
月
中
旬
に
出
荷
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
８
月
一
杯

出
回
り
ま
す
の
で
、
是
非
お

買
い
求
め
い
た
だ
き
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

【品種】川中島白桃・さくら白桃
※その他の品種についてはご相談
ください。

【選果料】１箱２５０円（税別）
　※中コンテナ１箱あたり

【申込締切】７月 3 １日（火）

選果機利用にあたってのお問い
合わせは、 当社果実部まで。

☆糖度測定を行うことに
より「つがりあん」ブラ
ンド強化を図り、有利販
売に繋げます。

短期アルバイト
臨時職員
※業務内容・時間などに
ついてのお問い合わせは

募集中

基準薬剤（県推奨） 希釈
倍数 使用時期 使用回数 7月

末
8月
半ば

8月
末

有機銅剤※1 1200 倍 収穫 14 日
前まで 4回以内 〇

オキシラン水和剤 500 倍 収穫 14 日
前まで 4回以内 〇

アリエッティＣ水和剤 800 倍 収穫前日
まで※4 3 回以内 〇 〇

ダイパワー水和剤※2 1000 倍 収穫前日
まで※4

開花期以降
3回以内 〇 〇

ベフラン液剤 25※2 1500 倍 収穫前日
まで

開花期以降
3回以内 〇 〇

オーソサイド水和剤※3 800 倍 収穫前日
まで※4 6 回以内 ※3 ※3

①

②

③

基準薬剤（県推奨） 希釈
倍数 使用時期 使用回数 7月

末
8月
半ば

8月
末

フリントフロアブル 25 3000 倍 収穫前日
まで 4回以内

ストロビードライフロアブル 3000 倍 収穫前日
まで 3回以内

ナリアWDG 2000 倍 収穫前日
まで 3回以内

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
ト
レ
サ
ビ
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。
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ひ ろ か だ よ り （2）

｢地域密着･地域貢献｣が合言葉｡
みんなのスーパー

本社:弘前市桔梗野４丁目９-２ TEL:0172-36-3311
FAX:0172-36-3344

筋子
付いている本体価格より 50円引き
有効期限:８月10日(金)まで

お1人様
1点限り

｢出荷登録番号票｣を
レジにご提示するだけ!



ひ ろ か だ よ り（3）

大型・中型・普通（全て二種含む）準中型・
大型二輪・普通二輪・大特・牽引の全免種の
教習料金、定価より￥5,000引き
（入校手続時に出荷登録番号表を掲示下さい。
同居のご家族も可。技能審査は除きます。）

弘前モータースクール弘前モータースクール



ひ ろ か だ よ り （4）

・８月　9日（木）

・８月１6日（木）

・８月２3日（木）

・８月３0日（木）

津
軽
り
ん
ご
市
場

仮
装
盆
踊
り
大
会
出
場
者
募
集

　

津
軽
り
ん
ご
市
場
関
連
団
体
主
催
、
板
柳
町
協
力
で

開
催
さ
れ
る
「
第
22
回
り
ん
ご
豊
作
祈
願　

仮
装
盆
踊

り
大
会
」
の
出
場
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

出
場
者
に
は
参
加
賞
、
入
賞
者
に
は
豪
華
賞
品
を
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
出
場
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
日
　
　
時
】
８
月
17
日
（
金
）
17
時
30
分
開
始

【
場
　
　
所
】
津
軽
り
ん
ご
市
場
売
場
内
特
設
会
場

【
申
込
内
容
】
個
人
の
部
・
・
・
特
徴
の
あ
る
仮
装

　
　
　
　
　

 

団
体
の
部
・
・
・
仮
装
部
門
・
踊
り
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
チ
ー
ム
３
～
５
人
）

【
申
込
締
切
日
】
８
月
10
日
（
金
）
※
準
備
の
都
合
上

　
　
　
　
　
　
　
厳
守
と
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
津
軽
り
ん
ご
市
場
（
電
話
０
１
７
２
―

72
―
１
２
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

吹
田
　
光
正
さ
ん
（
27
）

み
つ
ま
さ

　
家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に
向
け
努

力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

【
家
族
構
成
】
両
親
、
祖

母
の
４
人
家
族

【
住
所
】
大
鰐
町
駒
木

【
作
付
状
況
】
り
ん
ご
2.6
㌶

【
就
農
年
】
２
０
１
３
年

【
き
っ
か
け
】
り
ん
ご
農

家
に
生
ま
れ
、
両
親
の
仕

事
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。

弘
前
東
高
在
学
時
は
部
活

動
の
ボ
ク
シ
ン
グ
に
明
け

暮
れ
る
日
々
で
、
卒
業
後

は
建
設
関
係
の
仕
事
に
従

事
し
、
農
繁
期
に
家
業
の

手
伝
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
漠
然
と
自
身
の
将
来

と
家
業
の
行
く
末
を
考
え

た
時
、
駒
木
地
区
に
は
先
輩

や
同
年
代
で
家
業
で
あ
る
り

ん
ご
農
家
を
継
い
で
い
る
人

が
多
く
、
り
ん
ご
畑
や
地
域

を
愛
し
、
情
熱
を
持
っ
て
仕

事
を
し
て
い
る
姿
を
見
て
、

自
分
も
慣
れ
親
し
ん
だ
地

域
、
り
ん
ご
畑
を
守
っ
て
行

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽

生
え
、
就
農
を
決
意
し
ま
し

た
。

【
現
在
】
地
域
や
弘
果
り
ん

ご
連
絡
協
議
会
青
年
部
で
の

活
動
を
通
し
て
良
き
仲
間
が

増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
駒
木

地
区
は
山
手
で
、
山
手
の
園

地
な
ら
で
は
の
苦
労
も
あ
り

ま
す
が
、
日
々
の
仕
事
を
疎

か
に
せ
ず
取
り
組
み
、「
こ

れ
ぞ
駒
木
の
り
ん
ご
」
と
言

わ
れ
る
、
美
味
し
く
て
高
品

質
な
り
ん
ご
生
産
に
励
ん
で

い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
仕
事
を
も
っ

と
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
勿

論
、
私
生
活
で
は
人
生
を
共

に
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集

中
で
す
。

【
心
掛
け
て
い
る
こ
と
】「
攻

守
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
」

ボ
ク
シ
ン
グ
の
経
験
者
と
し

て
、
試
合
同
様
人
生
に
於
い

て
も
、
そ
の
時
の
状
況
を
的

確
に
判
断
し
、「
攻
め
の
時
」

「
守
り
の
時
」
を
見
極
め
て
、

勝
利（
人
生
で
は
良
い
結
果
）

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

共
進
会
・
曄
峰
会
定
時
総
会

　

弘
果
り
ん
ご
買
参
人
共
進

会
第
45
回
定
時
総
会
が
指
宿

白
水
館
（
鹿
児
島
県
）
に
於

い
て
６
月
21
日
、
津
軽
り
ん

ご
市
場
曄
峰
会
第
24
回
定
時

総
会
が
ほ
ほ
え
み
の
宿
滝
の

湯
（
山
形
県
）
に
於
い
て
７

月
９
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
団
体
と
も
、
平
成
29
年

度
の
事
業
及
び
決
算
報
告
、

平
成
30
年
度
の
事
業
計
画

案
、
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ

れ
、
満
場
一
致
で
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

曄
峰
会
で
は
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

西
塚
光
弘
会
長
、
唐
牛
均
、

熊
谷
誠
両
副
会
長
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

津
軽
り
ん
ご
市
場
特
設
会

場
に
於
い
て
６
月
19
日
、
創

立
25
周
年
記
念
謝
恩
「
市
川

由
紀
乃
シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
シ
ョ
ー

は
、
昼
の
部
（
午
後
２
時
開

演
）、
夜
の
部
（
午
後
６
時

開
演
）
の
２
回
公
演
が
行
わ

れ
、
併
せ
て
７
５
０
０
人
余

り
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
心
待
ち
に
し
て
い
た
多
く

の
観
客
が
、
開
演
の
数
時
間

前
か
ら
列
を
作
り
、
開
場
と

同
時
に
満
員
と
な
り
ま
し

た
。
開
演
前
に
は
主
催
者
の

大
中
忠
社
長
が
、
来
場
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
対
し
て
日
頃
の

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
そ
の

後
公
演
に
移
り
ま
し
た
。

　

大
歓
声
に
迎
え
ら
れ
て
登

場
し
た
市
川
さ
ん
は
、
ヒ
ッ

ト
曲
「
命
咲
か
せ
て
」
や
新

曲
「
う
た
か
た
の
女
」
を
は

じ
め
全
14
曲
を
熱
唱
し
、
会

場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
と

握
手
を
交
わ
す
フ
ァ
ン
サ
ー

ビ
ス
や
、
歌
の
合
間
に
は
ユ

ー
モ
ア
溢
れ
る
ト
ー
ク
で
会

場
を
笑
い
に
包
む
な
ど
、
昼

夜
2
回
の
公
演
は
大
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「農」の「業」を継ぐ
期待の後継者

わ

ざ

の

う

木造菰槌集荷所
仕切金支払予定日

支払時間は
１３時～１５時まで

市
川
由
紀
乃
シ
ョ
ー
開
催

津
軽
り
ん
ご
市
場
創
立
25
周
年
記
念
謝
恩

労
働
力
不
足
解
消
へ
の
第
一
歩

障
が
い
者
雇
用
促
進
の
取
り
組
み

摘果作業に取り組む作業者

　

当
社
で
は
、
り
ん
ご
農
家

の
労
働
力
不
足
と
障
が
い
者

の
就
労
支
援
を
結
び
つ
け
る

事
を
目
的
と
し
て
、
弘
果
り

ん
ご
園
に
於
い
て
、
障
が
い

者
の
方
々
が
作
業
を
行
い
、

各
々
の
作
業
特
性
を
見
極
め

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
、「
摘
果

が
得
意
」「
積
み
込
み
が
得

意
」
等
、
各
々
の
特
性
を
活

か
し
、
り
ん
ご
農
家
が
必
要

と
す
る
作
業
工
程
で
の
労
働

力
と
し
て
対
応
す
る
こ
と

で
、
雇
用
の
促
進
へ
繋
げ
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
弘
前

市
内
の
２
つ
の
社
会
福
祉
法

人
協
力
の
下
行
わ
れ
、
６
月

は
摘
果
を
中
心
に
作
業
を
行

い
、
弘
果
り
ん
ご
園
の
担
当

者
が
、
作
業
者
個
々
の
仕
事

に
対
し
て
評
点
や
コ
メ
ン
ト

を
つ
け
て
仕
事
ぶ
り
を
評
価

し
ま
し
た
。

　

担
当
者
は
「
成
果
に
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、
仕
事
へ

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る

姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
」
と
今
回
の
作
業
を
評
価

し
、
今
後
に
つ
い
て
「
多
岐

に
渡
る
り
ん
ご
作
業
を
行
う

に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

業
に
対
応
で
き
る
か
を
見
極

め
る
こ
と
が
重
要
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
摘
葉
、
収
穫
等

の
作
業
を
行
う
予
定
で
す
。


